
令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

事業所名 ポケットプラザ 

開催日時 令和 8 年 1 月 21 日(水) １３：３０～１5：0０ 

開催場所 ポケットプラザ 研修室 

 

 

 

 

出席者 

 

構成員 人数 備考 

事業所職員 

利用者 

入居者ご家族 

地域の関係者 

福祉に知見を有する方 

4 

1 

1 

 

1 

管理者、サービス管理責任者 2 名、支援課長 

 

ケアホーム入居者 保護者 

欠席 

音楽療法士 

議題 （１）管理者挨拶・地域連携推進会議の目的 

（２）出席者紹介 

（３）事業・活動内容、データーから見るポケットプラザ GH の状況説明 

（４）意見交換 

（５）事業所見学 

（６）その他 

協議内容・

意見等 

（１）～（３）略 別紙 次第・資料参照 

 

（４）意見交換 

質問１：ケアホームの入所条件としては区分いくつから入る事が出来るのか？ 

回答１：区分なくても入所・利用は可能。ただケアホームは重度の方が多い。 

 

質問 2：ケアホームきぼうでは、食事提供しているか？ 

回答 2：している。ただし、曜日は限られる。提供しない日は、配食弁当のおかずのみで、ご

飯はホームで炊いて、みそ汁は作って提供している。 

 

質問 3：生活介護の保護者会での話だが、自分が死ぬまで子供を看るとの考えを持った保護者

の方がいる。グループホームやケアホームが知られていない。もしくは良いイメージ

がないのでは。知る機会はないのか？ 

（自分は娘がケアホームを利用してよかった。自立が出来、保護者として安心できるメ

リットがあった） 

回答 3：知る機会はある。毎年、養護学校高等部２年生が、見学と福祉サービスの勉強で来ら

れている。  

 

質問 4：入居者ご家族）そういった機会があるなら、その機会に保護者も呼んでメリットを伝

えるべきではないか？ 

意見 4：福祉に知見を有する方）保護者の考えはかわってきている。今はサービスも整ってい

る。保護者達で（サービス等）何か作ろうとの考えはない。音楽療法も以前は、発達支

援を目的で利用されていたが、今はただ好きな音楽のため、癒しの音楽のためと利用目

的もかわって来ている。 

意見 4：入居者ご家族）自分は夫が早く亡くなり一人親で子育てし大変だった。養護学校の時

は寄宿舎を体験した。それが自立させたいとの思いを持つ、きっかけになった。今の保



護者には、そういったきっかけが必要ではないか。 

意見４：福祉に知見を有する方）今の保護者は、養護学校時期に、困るきっかけがない。音楽

療法を利用している子で、卒後 B 型を利用しておられたが、行きたくない時期があり、

保護者が困られていた。卒後 3 年間は、荒れる時期。上手くいかず、利用がとどこお

り、引きこもる方もいる。 

意見 4：利用者）養護学校卒後 GH 利用をすぐにとは思っていなかったが、先生から進められ

て GH を利用した。学生時は、寄宿舎を利用した、寄宿舎は学校のようで嫌だった。グ

ループホームは利用してよかった。人数の多いホームから、色々なホームを経験した。

今のホームは 1 人のホームでとても良い。グループホームでは、色々教えて貰えた。友

だちも増えた。ソフトボールにも参加している。大会参加で遠方にも行けるので、いい

経験が出来る。 

    当時は、家に帰りたいが帰られなかった。今の生活は、家より良い。相談も出来、貯

金もたまり、困る事はない。今の生徒は、グループホームでは、色々な事にダメダメ言

われると思っているのでは。 

意見４：管理者）以前は卒業生が在校生に体験を話す機会があったが、コロナでそういった機

会はなくなった。 

意見 4：入居者ご家族）そういった機会を設け、保護者も呼び、保護者へのアプローチになる

ので、とても良い機会ではないか。親と暮らせば安心だが、色々な経験が出来ない。生

きると言う事は集団生活での苦労はあるもの、自分は子どもの為にと思い、ケアホーム

を利用した。地域の中で障がい者への理解を停滞している。障がい者理解が進めばもっ

と地域の中で、生活が良いように変わるのではないか。そのためにも、卒業生の話を聞

く事で、今の生徒にいい刺激になるのでは。 

回答 4：養護学校 生活支援会議にて、卒業生の体験記を聞く機会を設けた方が良いとの提案を

することになる。 

 

意見 5：管理者）今はグループホームの利用者の方は、色々な方がおられ、障がい特性も様々。

そのため、その方に寄り添う支援を行うように取り組んでいる。ただし、食事提供は、

温かい食事を提供したいと考えている。 

また、高齢化も課題となっている。養護老人ホームも今後一つの選択肢になっていく。 

意見 5：入居者ご家族）親も年を取る。そういった取り組みは必要となって来るのでは。 

 

(５)事業所見学 

公用車 2 台にわかれて、見学にまわる。ケアホーム、グループホームのぞみ寮、雪舟寮、乙

吉寮、吉田寮、希望寮、万葉寮、共同生活ホームの順でまわる。 

ケアホーム、のぞみ寮、吉田寮は、共用部見学する。 

雪舟寮では、見学し世話人より話を伺う。 

 希望寮、万葉寮、共同生活ホームは、建物外から見学し、場所の確認をする。 

 

 

 

 

 



(６)その他 

次回開催は、次年度に設定。 

次回も今回の参加者で実施をしたい。2 回行ってその後は検討していく。 

会議録や写真は、ホームページに掲載することで、了解を得る。 

 


